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①絶滅危惧種の生息域外保全等における連携

希少野生動物の生息域外保全検討実施委託業務

•令和元年度の業務内容：以下の４課題を実施
1. 国内希少野生植物種等の生息域外保全手法の検討

2. 国内希少野生植物種等の生息域外保全の実施

3. 種子保存に関する検討

4. 生息域外保全情報管理システムに関する検討

•実施した業務内容を公開・非公開の報告書にとりまとめる

• 「世界植物保全戦略2010-2020」における目標：絶滅危惧植物
の75％を生息域外で保全

•同協会も植物多様性保全委員会を設置し、この目標の達成
を目指した活動を実施



①絶滅危惧種の生息域外保全等における連携

１．国内希少野生植物種等の生息域外保全手法の検討

•協会加盟園が未保有の絶滅危惧植物国内種（約600種）を
ターゲット

•年間10種程度を対象に、現地・文献調査等により情報収集
•生息域外の保全の手法を検討する

２．国内希少野生植物種等の生息域外保全の実施

•新宿御苑において実施
•特に域外保全の不十分な絶滅危惧植物の種子・胞子を対象
•冷凍保存等による長期保存を目指す



①絶滅危惧種の生息域外保全等における連携

３．種子保存に関する検討

•難保存性種子の液体窒素を用いた超低温保存の試行と検討
• （一財）沖縄美ら島財団により実施
•超低温保存中の種子の発芽能力試験の実施（３種程度）

４．生息域外保全情報管理システムに関する検討

•京都大学・東京大学との共同で開発
•オンラインデータベースとQRコードによる情報管理システムの
構築、維持管理、有効活用に関する検討

•意見交換、ワークショップ研修、主要植物園への導入の検討









③連絡調整会議の開催

•平成27年度から：生物多様性保全の推進に関する連絡調整会議

•話題：生息域外保全・野生復帰の取り組み、特定外来生物指定、

認定希少種保全動植物園等制度など
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